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会員増強運動実施中

　 主な内容 　
・通常議員総会開催
・会員表彰
・会員訪問記　イキ活きと商い中！

　㈲はぁーと交通

　

今
月
号
は
「
黒
塚
」
で
す
。

　

旅
の
修
行
僧
・
阿
闍
梨
祐
慶
大
法
印

（
あ
じ
ゃ
り
ゆ
う
け
い
だ
い
ほ
う
い
ん
）

と
従
者
の
剛
力
は
、
一
夜
の
宿
を
借
り
た

庵
で
美
し
い
女
と
出
会
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
女
の
正
体
は
白
面
金
毛
九
尾
の

悪
狐
・
玉
藻
前
で
し
た
。
悪
狐
に
剛
力
は

食
わ
れ
、
法
印
は
逃
げ
帰
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
知
っ
た
弓
の
名
手
・
三
浦
の
介
と

上
総
の
介
は
退
治
に
向
か
い
、
悪
狐
と
の

激
し
い
戦
い
の
末
に
退
治
す
る
と
い
う
物

語
で
す
。



向
け
た
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
先
人
た

ち
が
築
い
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
な

が
ら
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

終
わ
り
に
、
当
所
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

役
員
・
議
員
並
び
に
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
総
括

的
概
要
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

　

こ
う
し
た
中
、
当
所
で
は
地
域
資
源
を
活

用
し
た
「
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
の
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
に
加
え
、
在
来

種
「
三
瓶
そ
ば
」
な
ど
地
域
が
誇
る
食
資
源

の
価
値
向
上
と
情
報
発
信
に
努
め
、
地
域
産

業
の
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。
食
は
観
光
や
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
く
、
今
後
も
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
機
能
の
強
化
と
会
員
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

利
用
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
必
要
な

情
報
へ
円
滑
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
内
外
へ
の
情
報

発
信
力
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
商
工
会
館
に
つ
い
て
は
、
将
来

に
わ
た
り
安
全
か
つ
効
率
的
に
施
設
を
活
用

し
て
い
く
た
め
、
長
寿
命
化
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
施
設
及
び
設
備
の
現
状
把
握
を
行

い
、
今
後
の
維
持
管
理
や
改
修
計
画
の
基
礎

資
料
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
施
設
運
営
に
向

け
た
修
繕
計
画
や
財
政
計
画
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

７
年
度
は
当
所
創
立
70
周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
を
中

心
に
記
念
式
典
や
祝
賀
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
記
念
事
業
を
通
じ
て
当
所
の
歩
み
を

振
り
返
り
、
地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
に

て
、
人
材
確
保
や
事
業
承
継
、
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
対
応
な
ど
、
経
営
課
題
は
複
雑
化
・
多

様
化
し
て
お
り
、
当
所
で
は
経
営
相
談
や
専

門
家
派
遣
、
補
助
金
・
助
成
金
活
用
支
援
な

ど
伴
走
型
支
援
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
の
基
盤
と
な
る
山
陰
道
整
備

に
つ
い
て
は
、
昨
年
３
月
に
開
通
し
た
、
出

雲
・
湖
陵
道
路
及
び
湖
陵
・
多
伎
道
路
の
開

通
に
よ
り
、
大
田
市
以
東
が
全
国
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
直
結
し
ま
し
た
。
当
地
域

へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
り
、
広
域
物
流
へ

の
拡
大
や
観
光
客
の
周
遊
促
進
地
域
経
済
の

発
展
に
向
け
た
環
境
整
備
が
着
実
に
進
展
し

て
い
ま
す
。

　
「
大
田
市
駅
前
周
辺
東
側
土
地
区
画
整
理

事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る
中
心
市
街
地
整
備

や
、
令
和
10
年
度
供
用
開
始
の
「
お
お
だ
子

育
て
に
か
か
る
総
合
支
援
拠
点
施
設
」
等
の

公
共
施
設
整
備
も
着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

大
田
市
役
所
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
見

直
し
に
よ
り
、
令
和
８
年
３
月
に
「
大
田
市

新
庁
舎
の
基
本
設
計
（
素
案
）」
が
完
成
し
、

令
和
12
年
供
用
開
始
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

当
所
と
し
て
も
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、
民

間
投
資
を
呼
び
込
み
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

　

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
長
期
化
や

中
東
地
域
に
お
け
る
不
安
定
な
情
勢
な
ど
に

よ
り
、
世
界
経
済
の
先
行
き
は
依
然
と
し
て

不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
の
通
行
を
巡
る
情
勢
悪
化
は
、

原
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

上
昇
を
招
き
、
物
流
コ
ス
ト
や
原
材
料
価
格

の
高
騰
を
通
じ
て
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
国
内
経
済
に
お
い
て
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価
格
の
上
昇
が
続
き
、

企
業
活
動
や
家
計
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
長
引
く
物
価
高
騰
や
人
件
費
の

上
昇
、
人
手
不
足
の
深
刻
化
な
ど
に
よ
り
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
正
常

化
に
伴
う
金
利
上
昇
は
、
借
入
金
を
抱
え
る

事
業
者
に
と
っ
て
新
た
な
負
担
要
因
と
な
っ

て
お
り
、
経
営
環
境
は
引
き
続
き
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
企
業
に
お
い
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
や
原
材
料
価
格
の
上
昇
分
を
十
分
に
価
格

転
嫁
で
き
な
い
事
業
者
が
多
く
、
収
益
確
保

に
苦
慮
す
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
加
え

合計
84,106

会費
26,733
（31.8%）

雑収入
1,381（1.6%）

繰越金
6,309（7.5%）

繰入金
20,200
（31.7％）

交付金
3,300（3.9%）

特定商工業者負担金　418（0.5%）

繰入金
33,033
（39.3%）

事業収入
12,932（15.4%）

合計
84,106

その他の支出
570（0.7%）

繰越金
8,511（10.1%）

管理費
41,897（49.8%）

事業費
25,221
（30.0%）

積立金
6,814（8.1%）

選挙費
1,093（1.3%）

支出の部収入の部

　

当
所
は
、
6
月
26
日
に
通
常
総
会
を
開
催
し
、
令
和
7
年
度
事
業
報
告
・
各
会
計
収

支
決
算
を
承
認
し
ま
し
た
。
以
下
は
、
総
括
的
概
要
と
一
般
会
計
収
支
決
算
で
す
。

通
常
議
員
総
会
を
開
催

地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、課
題
解
決
に
取
り
組
む

令和７年度一般会計収支決算

（単位：千円）
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５
月
28
日
、
大
田
地
域
人
材
確
保
促
進
協
議
会

（
楫
野
弘
和
会
長
）
は
当
所
に
お
い
て
、
進
路
指

導
教
諭
と
市
内
企
業
の
情
報
共
有
を
行
な
い
、
高

校
生
等
の
地
元
企
業
就
職
を
促
進
す
る
事
を
目
的

と
し
て
、
標
記
情
報
交
換
会
を
昨
年
に
引
き
続
き

開
催
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
24
企
業
と
、
県
下
の
高
校
・
高
等
専
門

学
校
な
ど
７
校
が
参
加
し
、
前
半
は
各
学
校
が
進

路
状
況
や
企
業
に
求
め
る
事
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
後
半
に
は
企
業
側
が
学
校
ブ
ー
ス
に

出
向
む
く
形
で
そ
れ
ぞ
れ
面
談
を
行
い
、
自
社
の

説
明
や
採
用
予
定
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
、
大
田
地
域
人
材
確
保
促
進
協
議
会

の
楫
野
弘
和
会
長
は
、
当
所
の
齊
藤
会
頭
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田
の
由
良
所
長
と
共
に
市
内
の

高
校
な
ど
３
校
を
訪
問
し
、
地
元
企
業
へ
の
就
職

を
促
進
す
る
た
め
の
要
望
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
当
協
議
会
は
、
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
企

業
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
通
じ
、
地
元
就
職
を
将
来
の

選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
、
訪
問
先
の
学
校
で
は
、
産
学

官
民
が
一
体
と
な
っ
た
横
断
的
な
連
携
・
協
力
の

必
要
性
を
訴
え
、
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育

成
と
確
保
に
向
け
た
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

おめでとうございます
会 員 表 彰

 通気性および透湿防水性を有する快適な人
工皮革「エアリーⓇ」を開発され、国際的に
も高い評価を受け、第10回ものづくり日本大
賞において中国経済産業局長賞を受賞された。

《表彰》帝人コードレ㈱

　永年、高度なステンレスの加工・溶接技術
でオーダーメイドによるものづくりを行われ、
令和8年4月には道の駅ごいせ仁摩に設置され
た「大田の大あなご」のモニュメントを制作
されるなど地域活性化に意欲的な事業展開を
されている。

《奨励》昭和技研㈱

　平成29年より、島根県立出雲養護学校での
調理指導や障がい者雇用を行われ、昨年12月
には島根県知事表彰を受賞されるなど、積極
的な事業展開ときめ細かい気配りにより多大
な社会貢献をされている。

《感謝》麺屋松　松下怜司

　

６
月
10
日
、
邇
摩
高
校
で
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
大
田
地
域
人
材
確
保
促
進
協
議
会
（
楫
野
弘

和
会
長
）
の
定
住
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
22
企
業
が
参
加
し
、
自
社
の
概

要
や
魅
力
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
当
協
議
会
が
夏
休
み
期

間
に
実
施
す
る
、
企
業
見
学
「
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
」
に
も
連
動
し
て
お
り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参

加
し
た
企
業
が
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
受
け
入

れ
を
行
な
い
、
引
き
続
き
参
加
希
望
の
学
生
と
そ

の
保
護
者
に
向
け
、
周
知
と
Ｐ
Ｒ
を
行
な
う
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
元
企
業
と
高
校
と
の

　
　
　

就
職
情
報
交
換
会

大
田
高
校
・
邇
摩
高
校
・
農
林
大
学
校
を
訪
問

大
田
高
校
・
邇
摩
高
校
・
農
林
大
学
校
を
訪
問

地
元
企
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

邇
摩
高
校
で
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

地
元
企
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

邇
摩
高
校
で
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
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従業員の退職金を計画的に準備する…

特定退職金共済制度
退職金制度の確立は、従業員の確保と定着化を図り、企業経営の発展に役立ちます。

＜Point.1＞掛金は、従業員 1人につき月額1,000円（1口）から30,000円（30口）まで、1,000円刻みで設定
できます。

＜Point.2＞退職一時金・退職年金・遺族一時金は、退職者本人（またはご遺族）に直接給付されます。
＜Point.3＞法人（事業主）が負担する掛け金は、全額が損金または必要経費に算入できます。
※この制度への加入は事業所・事業主の任意ですが、加入する場合は全従業員を加入させなければなりません。
※この制度は商工会議所が生命保険会社と締結した「新企業年金保険契約」に基づいて運営されます。
※退職一時金請求時にはマイナンバーが必要になります。

秀
長
だ
っ
た
が
、
外
交
面
で
も
卓
越
し
た
手

腕
を
発
揮
す
る
。

　

例
え
ば
島
津
氏
に
圧
迫
さ
れ
た
豊
後
の
大

友
宗
麟
が
秀
吉
に
助
け
を
求
め
て
大
坂
城
を

訪
ね
た
時
、
秀
長
は
宗
麟
の
手
を
取
っ
て
屋

敷
に
招
き
入
れ
、「
私
は
こ
の
と
お
り
気
さ

く
な
人
間
な
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
今

後
は
、
内
々
の
こ
と
は
千
利
休
に
、
公
の
こ

と
は
私
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
悪
い

よ
う
に
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
何
事
も
相
談

を
」
と
安
心
さ
せ
た
の
だ
。
感
激
し
た
宗
麟

は
、
家
臣
た
ち
に
「
秀
長
と
親
密
に
す
る
こ

と
が
重
要
だ
」
と
告
げ
て
い
る
。

　

西
国
の
雄
・
毛
利
輝
元
を
郡
山
城
に
招
い

た
時
も
見
事
な
手
腕
を
見
せ
た
。
輝
元
一
行

が
来
た
と
聞
く
と
、
５
㎞
の
道
の
り
を
た
だ

一
人
馬
に
乗
っ
て
出
迎
え
、
輝
元
と
馬
を
並

べ
て
、
郡
山
城
下
を
案
内
し
、
別
邸
で
大
い

に
歓
待
し
た
。
さ
ら
に
後
日
、
興
福
寺
や
東

大
寺
、
春
日
大
社
な
ど
を
輝
元
と
一
緒
に
巡

り
、
猿
沢
の
池
の
ほ
と
り
に
あ
る
寺
院
で
、

全
て
の
毛
利
家
臣
に
豪
勢
な
食
事
や
酒
を
提

供
し
た
。
し
か
も
こ
の
折
、
秀
長
本
人
が
各

座
敷
に
顔
を
出
し
、
酌
を
し
て
回
っ
た
と
い

う
の
だ
。
輝
元
は
大
い
に
満
足
し
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
秀
長
は
、
秀
吉
に
引
け
を
取
ら

な
い
”
人
た
ら
し
“
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
秀
長
は
、
１
５
８
９
（
天
正
17
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
！
」
が

大
人
気
な
の
で
、
今
回
は
主
人
公
の
豊
臣
秀

長
を
紹
介
し
よ
う
。
秀
長
は
秀
吉
の
３
歳
年

下
の
弟
だ
が
、
青
年
期
ま
で
の
確
か
な
記
録

は
な
い
。
１
５
７
７
（
天
正
５
）
年
、
秀
吉

は
信
長
に
中
国
の
毛
利
氏
攻
め
を
命
じ
ら
れ

る
が
、
こ
れ
以
後
、
秀
長
は
生
涯
、
兄
と
行

動
を
共
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
本
能
寺
の
変
」
後
、
秀
吉
は
天
下
人
を

目
指
し
た
が
、
翌
年
の
賤
ヶ
岳
の
戦
い
で
弟

の
秀
長
は
、
柴
田
勝
家
軍
の
猛
攻
か
ら
本
陣

を
守
り
抜
い
た
り
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

で
織
田
信
雄
の
領
地
・
伊
勢
を
攻
め
立
て
降

伏
に
追
い
込
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
兄
の
勝
利

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
１
５
８
５
（
天
正

13
）
年
、
秀
吉
は
紀
州
攻
め
を
開
始
す
る
が
、

こ
の
と
き
秀
長
は
最
大
７
千
の
軍
勢
を
率
い

な
が
ら
、
力
攻
め
は
避
け
て
巧
み
な
調
略
で

敵
を
降
伏
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
紀
州
平

定
後
は
、
和
歌
山
城
を
拠
点
に
紀
伊
・
和
泉

の
２
国
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
年
５
月
、
秀
吉
は
四
国
の
長
宗
我
部
元

親
の
討
伐
を
宣
言
し
た
が
、
急
病
で
出
陣
が

で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
秀
長
が
総
大
将
と

な
り
、
元
親
を
見
事
降
伏
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
功
で
紀
伊
・
和
泉
・
大
和
の
３
国
を
支

配
す
る
豊
臣
一
族
最
大
の
大
名
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
軍
事
面
で
多
大
な
貢
献
を
し
た

年
に
重
病
に
か
か
っ
て
し
ま
う
。
翌
１
５
９

０
（
天
正
18
）
年
、
秀
吉
は
関
東
を
平
定
す

べ
く
小
田
原
征
伐
に
向
か
う
が
、
こ
の
折
、

秀
長
は
秀
吉
の
見
送
り
に
も
行
け
な
い
状
態

だ
っ
た
。
一
時
は
回
復
傾
向
を
見
せ
た
も
の

の
病
状
は
悪
化
し
、
同
年
11
月
に
は
歩
く
の

も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
、
翌
１
５
９
１
（
天

正
19
）
年
正
月
に
51
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

秀
長
の
遺
産
は
金
子
（
き
ん
す
）
５
万
６

千
枚
、
銀
子
（
ぎ
ん
す
）
は
２
間
四
方
の
部

屋
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
銭
（
銅
銭
）
も
何
万

貫
か
分
か
ら
ぬ
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。
蓄
財

に
も
長
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
才
気
に
あ
ふ
れ
た
秀
長
が
長
生
き

し
た
と
し
た
ら
、
豊
臣
政
権
は
長
続
き
し
た

か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
河
合
　
敦
／
か
わ
い
・
あ
つ
し

　

東
京
都
町
田
市
生
ま
れ
。
１
９
８
９
年
青
山
学
院

大
学
卒
業
、
２
０
０
５
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
修
士

課
程
修
了
、
11
年
同
大
学
院
博
士
課
程
（
教
育
学
研

究
科
社
会
科
教
育
専
攻
（
日
本
史
））
満
期
退
学
。

27
年
間
の
高
校
教
師
を
経
て
、
現
在
、
多
摩
大
学
客

員
教
授
、
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
。
講
演
会
や
執

筆
活
動
、テ
レ
ビ
で
日
本
史
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
時
代
劇
の
古
文
書
考
証
、時
代
考
証
を
行
う
。

第
17
回
郷
土
史
研
究
賞
優
秀
賞
（
新
人
物
往
来
社
）

な
ど
受
賞
。
著
書
に
『
豊
臣
一
族　

秀
吉
・
秀
長
の

天
下
統
一
を
支
え
た
人
々
』（
朝
日
新
書
）、『
戦
国

武
将
は
戦
が
な
い
と
き
、何
を
し
て
い
た
の
か
』（
ポ

プ
ラ
新
書
）
ほ
か
多
数
。

「
豊
臣
秀
長
と
は
ど
ん
な
人
物
な
の
か
？
」

河
合
　
敦

歴
史
作
家

なつかしの国 石見 （4）



　

段
を
必
要
と
す

る
方
に
と
っ
て

は
、
タ
ク
シ
ー

や
運
転
代
行
は

地
域
に
欠
か
せ

な
い
サ
ー
ビ
ス

だ
と
思
い
ま
す
。

単
に
人
を
運
ぶ

だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
暮
ら
し

や
経
済
を
支
え
る
一
員
と
し
て
、
安
心
・
安

全
運
転
を
心
が
け
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
！

　

タ
ク
シ
ー
の
み
で
す
が
障
が
い
者
の
方
や

免
許
を
返
納
さ
れ
た
方
に
は
、
10
％
引
き
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
・
コ
ー

ド
決
済
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

終
了
さ
れ
る
と
聞
き
、
こ
の
ま
ま
地
域
の
交

通
手
段
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
利
用
さ

れ
て
い
る
方
た
ち
が
困
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
思
い
が
あ
り
、
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

特
に
高
齢
者
の
方
や
車
を
運
転
さ
れ
な
い

方
に
と
っ
て
は
、
タ
ク
シ
ー
は
通
院
や
買
い

物
な
ど
の
日
常
生
活
を
支
え
る
大
切
な
移
動

手
段
で
す
。
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
「
㈱
は
ぁ
ー
と
」
の
名
称
で
運
転

代
行
事
業
と
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
２
０
１
６
年
に
タ
ク
シ
ー
事
業
を

始
め
た
時
に
社
名
を
変
更
し
ま
し
た
。
現
在

は
一
般
タ
ク
シ
ー
４
台
、
運
転
代
行
３
台
で

営
業
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
後
の
変
化

　

運
転
代
行
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
皆

さ
ん
の
生
活
様
式
が
変
化
し
た
こ
と
や
、
外

で
お
酒
を
飲
む
機
会
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

以
前
に
比
べ
利
用
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
に
地
域
の
お
店
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や
地
域

経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、
こ
の
業
界

に
も
活
気
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、

交
通
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
移
動
手

　

有
限
会
社
は
ぁ
ー
と
交
通

（
草
野
秀
幸　

代
表
取
締
役
）

は
、
久
手
町
で
タ
ク
シ
ー
、
大

田
町
で
運
転
代
行
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
事
業
の
継
承

　

タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
波
根
町

で
昭
和
39
年
頃
か
ら
営
業
さ
れ

て
い
た
、
前
事
業
者
が
営
業
を

イ

活
キ

き

と

商
い
中
！

会　員
訪問記

Vol.136

◇
タ
ク
シ
ー

住
所
：
大
田
市
久
手
町
波
根
西
1765

－

1

電
話
：
82

－

８
１
３
３

営
業
時
間
：
7
時
～
25
時

◇
運
転
代
行

住
所
：
大
田
市
大
田
町
大
田
イ
382

－

1

電
話
：
82

－

２
６
３
３

営
業
時
間
：
19
時
～
25
時

定
休
日
：
12
／
31
・
1
／
1

（5） なつかしの国 石見



紙の手形・小切手利用廃止へ
政府方針（＊）をもとに、産業界・金融界が連携して手形・小切手の利用廃止に向けた取り
組みを行っています。今すぐ、でんさい等の電子記録債権やインターネットバンキングに
よる振込等への切り替えをご検討ください。

紙の手形・小切手の交換が2027年３月末までに廃止されます

＊「約束手形・小切手の利用廃止に向けたフォローアップを行う」（「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画
2023改訂版（内閣官房）より」）

なつかしの国 石見 （6）



上下、左右それぞれ漢字２字の
言葉ができるように、リストか
ら漢字を当てはめてください。
最後に、リストに残った漢字を
組み合わせてできる３字熟語
を答えてください。

秋 う ら ら

労働保険の加入手続きは
お済みですか！
一人でも労働者を雇用していれば、
労働保険に加入する必要があります。

★労働保険に関する事務手続等は、労働保険事務組合や社会保
険労務士に委託することもできます。

労働保険とは労災保険と雇用保険を総称したもので、
政府が管掌する強制保険制度です。

お問い
合わせ先

島根労働局　労働保険徴収室
TEL０８５２－２０－７０１０

雇用保険…
　従業員の方が失業した場合に、失業手当を給付したり
再就職を促進する事業を行うための保険制度です。
　また、事業主の方へは、失業の予防、雇用機会の増大、
雇用の安定等に係る各種助成金制度が設けられています。

労災保険…
　従業員の方が業務中や通勤途上に事故にあった場合に、
必要な保険給付を行い、被災された方や遺族の方の生活
を保護し、あわせて社会復帰を促進する事業を行うため
の保険制度です。

場所：大田商工会議所・
　　　　　島根中央職業訓練センター

主催：大田商工会議所女性会

☆募集店舗
大田市内の事業所
※お申し込み多数の場合は、先着順

☆出店内容
飲食物・物販・ワークショップ
施術・企業紹介　等

☆出 店 料
1 ブース（約 W2.5m × D2.5m）3,000 円
飲食店は各店舗のおすすめメニュー販売
が原則内容を申込時にお知らせください

　 　 
☆申　　込

電話にてお問い合せください
申込期限：７月 3 １日（金）

　　　　　　　 募 集 要 項　　　　　　　

  【申込・問い合わせ】当所女性会事務局
　　　　　　　　　　電話 82-0765

日時：2026年11月23日（月･祝）
10：00 ～ 15：00

（7） なつかしの国 石見



▼
梅
雨
時
期
で
す
が
、
今
年

は
意
外
と
晴
れ
の
日
が
多
く
、

し
と
し
と
と
降
る
雨
が
少
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
方

で
、
降
る
時
は
短
時
間
の
大

雨
や
、
こ
の
時
期
に
は
珍
し
く
台
風
が
上
陸

し
て
各
地
で
災
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
震
も
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
は
比
較
的
自
然
災
害
が
少
な
い
地

域
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
て
い
ま
す
。�

（
Ｏ
）

▼
先
日
Ａ
Ｉ
技
術
を
使
い
、
時
短
で
仕
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

良
か
っ
た
な
と
思
う
反
面
、
30
年
も
前
、

Ｐ
Ｃ
を
使
い
こ
な
そ
う
と
操
作
を
必
死
で
覚

え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
技
術
が

ど
ん
ど
ん
と
進
み
、
ま
た
慣
れ
な
い
こ
と
を

覚
え
る
の
か
、
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
新
技
術
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て

い
け
る
の
か
、
か
た
い
頭
で
は
想
像
も
つ
き

ま
せ
ん
。�

（
Ｈ
）

▼
令
和
７
年
度
の
事
業
を
総
括
す
る
議
員
総

会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
一
区
切
り
で
す
。

　

私
の
後
記
で
は
、
当
所
の
議
員
総
会
が
終

わ
る
と
こ
の
言
葉
を
使
い
ま
す
。
１
年
の
振

り
返
り
を
し
な
が
ら
各
種
資
料
を
作
成
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
当
所
の
創
立
70
周
年
記
念
行

事
と
役
員
議
員
改
選
が
重
な
り
、
何
事
に
も

余
裕
が
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
今
年
度
か

ら
気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
り
ま
す
。�

（
Ｆ
）

後
　　 記

二
字
熟
語

交
差
パ
ズ
ル
答
え

答え：太刀魚

会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
企
業
広
告
募
集

１/
４
ペ
ー
ジ
５
，０
０
０
円

詳
し
く
は
、
当
所
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
編
集
委
員

ま
で
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。

発 明 相 談
日時　7月21日㈫ 

　　　午後1時～（要予約）
場所　大田商工会議所

大田本通り
盆夜市

日時　8 月 11 日（火・祝）
　　　17:00 ～ 21:00

場所　大田町本通り・
グッディー駐車場
周辺

内容　ステージイベント
土江子ども神楽団
地元店出店
キッチンカー
子ども縁日

など

※内容等は変更すること
があります。

問い合わせ
大田町本通商店会

（TEL 83-7575 麺屋　松）

参加者募集！

2026三瓶高原
クロスカントリー大会

　緑のじゅうたんを駆け抜ける高原の風に
なろう！
　記録は計測タグで計測し、完走証はオン
ライン発行します。
　ゆるキャラ50ｍ走対決もあります。

開 催 日  10月４日（日）
会　　場  三瓶山西の原
　　　　　クロスカントリーコース
参加資格  完走が出来る方（年齢制限なし）

未就学児は保護者の同伴が必要
参 加 料  一般　　 　3,500円

高校生以下 1,500円
申込期間  ～８月21日（金）
申込方法  インターネット（ランネット）

郵便振替による申込
ふるさと納税からの申込

○種目、申込等、詳細は大会HPにてご確認下さい。

事務局
三瓶高原クロスカントリー大会実行委員会

（大田市教育委員会内　社会教育課）
℡ 83-8125

　大田商工会議所のホーム
ページがリニューアルし運
用が始まりました。
　各種支援相談に対応する
情報やセミナー開催のお知
らせ、イベント情報の発信
など当所のあれこれが分か
り易くご覧いただけるよう
になっています。
　ぜひアクセスしてみてく
ださい。
　https://www.ohdacci.com

当所ホームページ
新しくなりました！

大田市駅前東側土地区画整理事業

大田市駅前の土地
販売について

　区域内の土地（保留地）の抽選・販売
を予定しています。
　詳しくは、ホームページをご確認
ください。

【お問い合わせ】大田市　土地区画整理課　  83-8204
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